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文中に出てくるTOSSとは教師による研究団体です。

授業にすぐに役立つ教育技術・指導法を開発し、集め、実践し、

検討しあって自らの授業技術を高め、そのような技術や方法を全国

の教師の共有財産にしようと努める教師の研究団体です。会員は1

万人を超える、日本最大の教育研究団体です。

著者の向山洋一氏はTOSSの代表です。

そのため、文中にはTOSSで使われている専門用語が出てきます。

文中、右下に▲がついている語句は、そういった「TOSS用語」や、

向山氏に関連する人物名などです。P197からの「TOSS用語解説」

に説明が掲載されています。

この本は1998年に明治図書から刊行された『教師の仕事365日

の法則』に新しい原稿を加えて再構成したものです。

編集部
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本当のことを見て本当のことを語る

なくせるのは教師だけ1
十数年昔、教え子の大河原香さんは、向山学級を卒業して、中学校から聖

心女子学院に入った。

中学２年の時、中学生文学大賞で日本１位に輝いた。

題は「向山洋一先生」である。選者は岩崎京子氏をはじめ、第一線の児童文

学関係の方々だから、半端なものじゃない。その作文の末尾は、卒業の時の

別れの言葉で結ばれている。

卒業して、向山先生とお別れするのは、とても悲しかった。最後の

学級通信に書かれた先生の言葉が、先生の私たちを思う心を良くあら

わしていると思う。

『やがてこの子たちは、新しい出立の時をむかえる。そしてさらにそ

の向こうに、自己の生きてきた証しを刻みつけていく。願わくば、そ

の刻みが、より鮮明であり、より深いものであることを願いたい。ぼ

くを超えるほどの価値のある仕事をする人間に、そうなることを心か

ら願いながら、その出立を見送る。

そうなった時に、はじめてぼくとの関係は淡いものとして、過去の

ものとして、想い出されるようになる。現在の人生が激しいものであ

れば、過去のことなどを想い出す必要はないしそのひまもない。ぼく

を超えるほどの価値のある仕事をするようになったら、ぼくとのこ

とは想い出す必要もなく、さらに高いものへ挑戦していけばよい。そ

うなることを切に願う。ぼくとぼくとのことが過去のものとなるよう
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な、そんな豊かな人生であってほしい。

まさしくこれが教師と教え子とのさだめであり、だからこそ教師で

あるぼくはいつも淋しい。』

ほんとうに向山先生に会えて良かった。向山先生のクラスで２年間

過ごすことができて幸せだったと思う。

さて、私は『学級を組織する法則』（学芸みらい社）の最後に、若き読者の

ために「３つの問い」を出している。

例えば、次の通りである。

跳び箱が跳べない子の指導について、昔から研究がされてきた。し

かし、指導法が確立されなかった。なぜ、向山は跳び箱の跳ばせ方を

法則化できたのか。

答えは次の通りである。

私は事実のみを見ようとした。私はわずかな事実の変化も追及した。何よ

りも私は、本気で子どもをできるようにさせたかった。そして私は見栄を取

り繕うとしなかった。

今、彼女は河野太郎代議士夫人である。
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───
現在の

視点か
ら

解説

長男を産んだ時、テレビをつければ、「いじめ」によって生命を

絶った子どものニュースが流れていた。残酷なシーンも次々流れ

た。「教師が悪い」「学校が悪い」とがんがん怒っている解説者もい

た。私は、生まれたばかりの長男が「学校の中でいじめられたらど

うしよう」「かわいそうに。学校へ行かせたくない」とテレビをつけ

るたびに思った。長男が泣くのと一緒に、私も泣きながら「いじめ

られませんように」と廊下を歩いた。　　　　　　　　　　　　　

異様な私を心配して、父は本屋さんに連れ出してくれた。私は、そ

こで見つけた一冊の本『いじめの構造を破壊せよ』（明治図書）に書

いてあった一文に号泣した。「いじめは教師だけがなくせる」。その

一文が「泣いてなんかいられない。私が、いじめをなくす教師にな

るのだ！」と決意させた。育休明けの私は、クラスの子どもたちの

顔、動きをよく見た。笑顔が見えると安心した。いじめをなくすに

は、わずかな子どもの変化を見逃してはいけない。いじめられてい

る子どものちょっとした変化を見逃してはならないと心に課してい

る。

本屋さんの中で誓った
「いじめは教師だけがなくせる」

笠井  美香

わずかな事実の変化も
追及する1
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いじめは闘いである
知恵と力が
教師には必要だ

子ども集団は力になる2
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私の著書に『いじめの構造を破壊せよ』(明治図書)がある。現在は絶版と

なり、学芸みらい社から『いじめの構造を破壊する法則』が出版されている。

私としては、かなり自信のあった本である。

「いじめ」にどのように対処していくのかという具体的指針がはっきりして

いる本である。

反響は「マスコミ」界からが多い。

昨今「いじめ」が大問題となった。テレビで特集するし、新聞も連載を組ん

でいる。

阪神大震災が起きて、どこかへ飛んだ感じがするが、いずれまた取り上げ

られるだろう。

記者やディレクターも勉強を始めた。

とりあえず大きな本屋に行って「いじめ」関係の本をどっさり買い込んで

くる。

「いじめ」関係の本の中で、「向山のものが面白い」「会ってみよう」「取材し

てみよう」ということになっているらしい。

何より「どのように解決するのか」という具体的展望がはっきりしている

のが良いらしい。

記者もディレクターも「涙」だけの取材には、うんざりしているのだ。

「ではどうするのだ」」どうしたらいいのだ」こうしたテーマとなる。

いじめは闘いである　知恵と力が教師には必要だ

子ども集団は力になる2
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いじめの取材に来られた「東京新聞・中日新聞」の記者は、すごく興味を

示され、取材後に、長い手紙を寄こされた。

「向山先生の本がもっと読まれ、いじめが解決されるといい」と言われたプ

ロデューサーもいる。

『いじめの構造を破壊せよ』を読んで、私は教師になって初めて「いじめを

解決することができました」という便りも多くいただいた。

「いじめ」には、教師であればあるほど悩む。

いじめは闘いである。そのことをまずしっかりふまえてなければならない。

闘いには、知恵が必要だ。我流でやってはいけない。考えもなしにカッと

しただけでやってはいけない。

すぐに、直ちに対処しなければならないが、知恵と力が必要だ。

力とは腕力のことではない。子ども集団だ。子ども集団が力なのである。

「子ども集団」という力を味方につけ「いじめ」と対決しなくてはならない。

このことの自覚がまず必要である。
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───
現在の

視点か
ら

解説

「いじめは闘いである」

１人でやんちゃくんと対応すると、必ず痛い目にあった。『いじ

めの構造を破壊せよ』（明治図書）の本に出会う前は、いつも躍起に

なって、授業を妨害しようとするやんちゃくんに１人で挑んだ。私

の言葉のあいまいな部分をとって、やんちゃくんは迫ってくる。そ

れに私もいちいち反応し、どんどん怒りのヴォルテージが上がっ

た。『いじめの構造を破壊せよ』に出会い、私は「子ども集団」という

力を味方につけることを知った。「いじめの闘い方」を知った。　　

　　　　　　　　　　　　　

いじめをした子どもを前に立たせたこともあるが、悪いことばか

りしていたやんちゃくんが素直になりつつあるとき、やんちゃくん

を前に立たせて、「いいこと」を次々言ってもらったことがある。ク

ラスの子どもたちが次々に立って、やんちゃくんの良いところを

言っていった。「やさしいです」「イケメンです」「いつもぼくを笑わ

せてくれます」。34人分のほめ言葉をもらった時から、やんちゃく

んは本当に変わった。

子ども集団には教育力がある
「子ども」は「子ども」に
認められたがっている

笠井  美香
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